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イノベーション創出に向け取組を進化・深化
～第８回「ふくろい産業イノベーション推進協議会総会」で協議～

10月24日、本センターの設置主体である「ふくろい産業イノ
ベーション推進協議会」第８回総会が開催され、本センター取組
状況等の報告を行うとともに、今後の取組方針・内容等について、
熱心に協議いただきました。各委員からは、本協議会の取組方向
性をはじめ、本センターの事業実績や今後の展開に向けて意見が
出されたほか、協議事項（本センター下半期以降の事業展開・内
容等）について、全会一致で「承認」を得ることができました。
本センターでは引き続き、短期間で「実装」
「検証」「改善」を細かく繰り返す手法で、
「稼ぐチカラ」を生み出す“ビジネスモデル”の
創出（地域内の“困りごと”を地域内の異業種
が連携して“解決”するとともに、それを通じて
“価値創出”につなげていく仕組み）の構築を
目指し、各種事業を展開してまいります。
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【右図】本センター現状（R05.10現在）のSWOT分析



●学生にもスポットを当てた取組を進めるべき

地域企業と連携した大学教員の研究等の取組について、大学教員だけでなく、学生も積極的に関わ
る、スポットが当たる仕組みとしてはどうか。学生が大学の授業や研究を通じて、地域・まちの中に入って
いき、企業など様々な主体と交わり、“地域課題解決”に
取り組む機会が持てれば、素晴らしいと考える。
また、このような仕組みとすることで、新たなビジネスへの

“気づき”や“隘路の発見”の機会となり、学生自身が自らの
中に「柱」をつくることや大学（学生）発ベンチャーの創出
にもつながっていくのではないか。
一方、学生が企業と事業内容で関わりを持つ場合には、

「秘密保持」が求められる、といった観点を持ち、注意して
進めていくことが必要。

●事業成果の「見える化」や「活用」が重要

本センターでは、様々な事業を展開しているが、全体の進捗が明確となるよう、資料等は“俯瞰的”かつ
“視覚的”に分かりやすく整理し、まとめていくことを十分に意識されたい。特に、静岡理工科大学教員の
研究を促進・支援する制度である「地域研究助成金」については、大きな投資となることから、その成果に
ついて、マトリクス（実現性×進捗状況）等で現時点のポジションを明らかにするとともに、専門的な表現
をできる限り避け、誰もが理解しやすいものとするなど、“見せ方”に工夫を。
また、研究の実施を通じて得られた成果のみならず、「副次的な成果」についても、他のジャンルに活用
していけるよう、丁寧に整理していくことが大切。

●スタートアップ企業の支援・連携を通じた「イノベーション」創出を

新たな「雇用」や「イノベーション」の創出に向けて、国をはじめ、地方自治体や金融機関でも、積極的
にスタートアップ企業の支援や連携に取り組んでいる。本協議会としても、スタートアップ企業とどのように
関わりを持って事業を展開していくのか、しっかりと整理すること。
また、地域内で「イノベーション創出」を図るには、スタートアップ企業との連携・支援だけでなく、地域内
中小企業の成長をしっかりと支援していくことも極めて重要。
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